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１
．は
じ
め
に

『
季
論
』編
集
委
員
会
か
ら「
近
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画
は
い
と

21

も
簡
単
に
人
を
殺
し
て
い
る
。
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
戦
後
史
が
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
題
提

起
が
、
筆
者
に
出
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
単
に
「
殺
人
」
に
限
定
せ

ず
、「
暴
力
」
を
描
く
ア
メ
リ
カ
映
画
と
い
う
視
点
か
ら
問
題
提
起

に
応
え
て
み
た
い
。

ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
「
暴
力
」
は
、
ア
メ
リ
カ
研
究
者
に

と
っ
て
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
続
け
、
す
で
に
複
数
の
学
会

誌
で
特
集
も
組
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
三
月
に
は

『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
号
（
＊
１
）
で
、
六
本
の
論
文
掲
載
に
よ

40

っ
て
議
論
さ
れ
た
。
七
年
後
の
二
〇
一
三
年
に
『
ア
メ
リ
カ
史
研

究
』
第
号
（
＊
２
）
で
も
特
集
さ
れ
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
」
か

36

ら
「
対
テ
ロ
戦
争
」
ま
で
六
本
の
論
考
で
議
論
さ
れ
た
。「
暴
力
」

が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
講
演
も
続
い
て
い
る
（
＊
３
）。

ア
メ
リ
カ
映
画
で
描
か
れ
る
「
暴
力
」
を
、
本
稿
で
は
そ
の
歴

史
か
ら
紐
解
き
な
が
ら
、
今
日
の
世
界
情
勢
ま
で
解
釈
し
て
み
た

い
。２

．善
悪
が
明
確
な
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

テ
レ
ビ
全
盛
に
な
る
以
前
、
映
画
が
娯
楽
の
中
心
で
あ
っ
た
一

ア
メ
リ
カ
映
画
の
「
暴
力
」
性

―
―
時
代
を
映
す
「
鏡
」
と
し
て
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

岩
本
裕
子

い
わ
も
と
・
ひ
ろ
こ
＝
１
９
５
５
年
生
ま
れ
、

ア
メ
リ
カ
黒
人
女
性
史
、
浦
和
大
学
こ
ど
も
学

部
教
授
。
著
書
に『
物
語
ア
メ
リ
カ
黒
人
女
性

史
（
1
6
1
9
―
2
0
1
3
）』『
ス
ク
リ
ー
ン

に
見
る
黒
人
女
性
』『
語
り
継
ぐ
黒
人
女
性
』
な

ど
。

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾
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アメリカ映画の「暴力」性―時代を映す「鏡」としてのハリウッド映画

季論21･’18夏

九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画（
厳
密
に
は
ア
メ

リ
カ
映
画
と
同
義
で
は
な
い
＊
４
）
は
、
西
部
劇
が
ド
ル
箱
の
ひ
と

つ
だ
っ
た
。
中
で
も
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
監
督
が
、
ジ
ョ
ン
・
ウ

ェ
イ
ン
を
主
役
に
起
用
し
た『
駅
馬
車
』Stagecoach:1939

（

）以
来
、

西
部
劇
の
悪
者
と
し
て
先
住
民
（
＊
５
）
が
描
か
れ
た
。
西
へ
向
か

う
と
き
に
、
立
ち
は
だ
か
る
「
自
然
」
と
一
体
に
な
っ
て
、
白
人

た
ち
に
と
っ
て
の
恐
怖
の
対
象
、
邪
魔
者
と
し
て
の
存
在
と
し
て

先
住
民
は
長
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
公
民
権
運
動
か
ら
発
生
し
た
単
に

黒
人
に
限
ら
な
い
、
先
住
民
を
含
む
様
々
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
立

場
を
重
視
す
る
動
き
が
出
て
、
映
画
界
も
例
外
で
は
な
く
な
っ

た
。
西
部
劇
に
お
け
る
先
住
民
の
描
き
方
に
問
題
が
あ
る
と
さ

れ
、
単
な
る
悪
者
と
し
て
利
用
で
き
な
く
な
り
、
結
果
的
に
善
悪

が
は
っ
き
り
す
る
西
部
劇
が
存
在
で
き
ず
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
は
西

部
劇
の
製
作
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

チ
ェ
ロ
キ
ー
部
族
の
血
を
受
け
継
ぐ
俳
優
ケ
ヴ
ィ
ン
・
コ
ス

ナ
ー
が
監
督
、
主
演
し
た
『
ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ウ
ル
ブ
ス
』

D
anceswith

W
olves:1990

（

）
が
製
作
さ
れ
る
一
九
九
〇
年
ま
で
、

長
く
西
部
劇
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
界
か
ら
製
作
対
象
外
と
し
て
き

た
。
視
点
を
異
に
し
た
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
先
住
民
を
悪
者

に
す
る
西
部
劇
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
先
住
民
が
大
平
原
か
ら

追
わ
れ
て
い
く
過
程
を
映
画
に
し
、
先
住
民
の
権
利
や
環
境
保
護

を
訴
え
た
『
ダ
ン
ス
』
が
大
き
な
分
水
嶺
と
な
っ
て
、
西
部
劇
の

様
相
は
変
わ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
と
異
な
り
、
善
悪
を
明
確
に
し
て
勧
善
懲
悪

を
使
命
と
す
る
ア
メ
リ
カ
映
画
は
、「
悪
」の
存
在
を
欠
か
せ
な
い
。

先
住
民
の
代
わ
り
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
が
新
た
に
「
敵
」
に
設
定

し
た
の
は
、
冷
戦
時
代
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、
ソ
連
邦
崩
壊
以
降
は

チ
ェ
チ
ェ
ン
・
マ
フ
ィ
ア
な
ど
の
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
だ
っ
た
が
、

二
〇
〇
一
年
「
九
月
十
一
日
」
以
降
は
、
現
実
の
悲
劇
の
た
め
に

そ
の
深
刻
さ
を
増
し
た
の
だ
っ
た
。

「
近
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画
は
い
と
も
簡
単
に
人
を
殺
し
て
い
る
」

と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る
昨
今
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
至
る
ま
で

の
歴
史
を
俯
瞰
し
て
お
き
た
い
（
＊
６
）。
一
八
九
五
年
十
二
月
二

八
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
が
映
写
式
シ
ネ
マ
グ
ラ

フ
を
パ
リ
の
グ
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
で
初
上
映
し
た
の
が
、
映
画
の
始

ま
り
だ
っ
た
。
二
十
世
紀
初
頭
、
合
衆
国
で
本
格
的
に
映
画
作
り

が
始
ま
っ
た
頃
の
製
作
場
所
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
の
町

だ
っ
た
。

厳
し
い
特
許
管
理
が
行
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
映
画
人
に

と
っ
て
決
し
て
居
心
地
の
よ
い
場
所
で
は
な
く
、
規
制
か
ら
の
逃

避
が
主
な
理
由
で
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
移
動
地
は
、
一
年

中
好
天
に
恵
ま
れ
る
天
候
条
件
の
よ
い
西
海
岸
が
選
ば
れ
た
。
一

九
一
一
年
に
グ
リ
フ
ィ
ス
監
督
が
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
社
の
俳
優
を
連

れ
て
ロ
ケ
に
来
た
の
が
最
初
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ハ
リ

ウ
ッ
ド
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
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二
十
世
紀
に
入
っ
て
急
速
に
発
展
し
た
映
画
産
業
の
中
心
は
フ

ラ
ン
ス
映
画
で
、
一
九
一
五
年
に
は
世
界
市
場
の
九
〇
％
を
占
め

た
と
言
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
次
世
界
大
戦
で
映
画
製
作
を
中

止
し
た
た
め
、
一
九
一
九
年
に
は
ア
メ
リ
カ
映
画
が
世
界
の
八
五

％
を
製
作
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
は
画
像
だ
け
が
動

き
、
一
部
は
説
明
が
文
字
で
入
る
と
い
う
「
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
」

の
時
代
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
非
英
語
圏
か
ら
の
移
民
が
合
衆

国
に
大
量
に
入
っ
て
き
た
時
代
と
重
な
り
、
英
語
を
話
せ
な
い
貧

し
い
移
民
に
と
っ
て
貴
重
な
娯
楽
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
時
代
の
申
し
子
の
よ
う
な
存
在
が
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら

移
住
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
だ
っ
た
。
一
九
一
三
年

末
、
二
四
歳
の
と
き
に
合
衆
国
で
そ
の
才
能
を
評
価
さ
れ
て
以

降
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
ア
メ
リ
カ
映
画
と
共
に
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
映
画
の
代
名
詞
の
よ
う
な
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
追

わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
追
放
さ
れ
た
の
は
一
九
五
〇
年
代
、
ハ
リ

ウ
ッ
ド
で
「
赤
狩
り
」（
マ
ッ
カ
ー
シ
イ
ズ
ム
）
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た

頃
だ
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
に
忠
誠
を
誓
わ
ず
、ア
メ
リ
カ
国
籍
を
と

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
敵
で
あ
る
共
産
主
義
に
貢
献
し
た
」
と
さ
れ

た
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
名
誉
復
権
で
き
た
の
は
、
二
十
年
後
の
一
九

七
二
年
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
を
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
特
別

賞
の
た
め
に
招
い
た
の
だ
っ
た
。

「
赤
狩
り
」は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
人
に
と
っ
て
、長
く
消
え
な
い

ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
た
。
マ
ー
チ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
と
ロ
バ
ー

ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
と
い
う
名
コ
ン
ビ
で
、
赤
狩
り
を
正
面
か
ら
描

い
た
映
画
『
真
実
の
瞬
間
』GuiltybySuspicion:1991

（

）
が
作
ら

と
き

れ
た
。
時
代
批
判
を
込
め
て
、
人
間
と
し
て
の
良
心
と
尊
厳
を
守

り
抜
い
た
映
画
人
を
誇
ら
し
く
描
き
、
社
会
的
に
抹
殺
さ
れ
る
こ

と
を
覚
悟
で
、
真
実
の
生
き
方
を
貫
く
姿
が
感
動
的
な
映
画
だ
っ

た
。こ

の
二
人
の
映
画
人
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
第
七

一
回
ア
カ
デ
ミ
ー
授
賞
式
（
一
九
九
八
年
）
名
誉
賞
で
あ
っ
た
。
受

賞
者
は
、
赤
狩
り
時
代
に
内
通
者
と
し
て
仲
間
を
裏
切
っ
た
エ
リ

ア
・
カ
ザ
ン
監
督
だ
っ
た
。
会
場
は
立
ち
上
が
っ
て
称
賛
す
る
人

と
、
腕
組
み
を
し
て
拍
手
し
よ
う
と
し
な
い
人
に
分
か
れ
た
。
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
人
は
、
様
々
な
主
義
主
張
の
元
、
政
治
的
な
立
場

を
明
確
に
す
る
こ
と
を
当
然
と
し
、
社
会
的
な
出
来
事
に
も
敏
感

に
反
応
し
た
。

戦
争
を
め
ぐ
る
反
応
は
明
確
だ
っ
た
が
、
次
節
で
論
じ
る
。
こ

こ
で
は
他
の
事
例
を
二
つ
紹
介
す
る
。
丁
度
五
十
年
前
、
一
九
六

八
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
は
四
月
八
日
開
催
予
定
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
四
月
四
日
に
メ
ン
フ
ィ
ス
で
キ
ン
グ
牧
師
が
暗
殺
さ

れ
、
そ
の
葬
儀
に
配
慮
し
て
開
催
日
を
二
日
遅
ら
せ
十
日
に
開
催

し
た
の
だ
っ
た
。

五
年
後
の
一
九
七
三
年
、『
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
』Godfather

（

：

1972

）
が
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
話
題
を
独
占
し
た
。
主
演
俳
優
マ
ー

ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
は
、
か
ね
て
よ
り
先
住
民
問
題
に
強
い
関
心
を
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も
ち
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
で
先
住
民
が
悪
役
と
し
て
描
か
れ
て
き

た
こ
と
に
抗
議
し
た
。
最
優
秀
主
演
男
優
賞
を
獲
得
し
な
が
ら
も

会
場
に
は
現
れ
ず
、
そ
の
代
理
者
と
し
て
先
住
民
女
性
が
壇
上
に

出
て
、
先
住
民
差
別
に
対
す
る
彼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、

賞
を
辞
退
す
る
意
向
を
示
し
た
逸
話
は
有
名
で
あ
る
（
＊
７
）。

３
．現
実
の
暴
力
を
見
せ
る
戦
争
映
画

戦
争
は
暴
力
そ
の
も
の
だ
が
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
ハ
リ
ウ

ッ
ド
が
描
い
た
戦
争
映
画
は
、
国
威
発
揚
を
目
的
と
し
て
戦
争
を

美
化
す
る
も
の
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
扱
う
も
の
が
多
か
っ

た
。
反
戦
映
画
が
主
流
と
な
る
の
は
、
一
九
七
五
年
サ
イ
ゴ
ン

（
現
在
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）陥
落
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
敗
戦
以
降
だ

っ
た
。『
デ
ィ
ア
・
ハ
ン
タ
ー
』TheD
eerH

unter:1975

（

）、『
地

獄
の
黙
示
録
』ApocalypseNow:1979

（

）、『
プ
ラ
ト
ー
ン
』

Platoon:1986

（

）
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

西
部
劇
で
も
戦
争
映
画
で
も
、
殺
戮
場
面
は
現
実
と
は
ほ
ど
遠

い
美
化
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
く
、
低
年
齢
の
子
ど
も
が
見
る
に

堪
え
る
表
現
に
留
ま
っ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
世
代
以
降
の
子

ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
の
中
で
人
が
死
ん
で
も
「
リ
セ
ッ
ト
」
で

き
る
と
思
い
こ
む
。
再
生
で
き
な
い
か
け
が
え
な
い
「
人
命
」
と

い
う
意
識
が
薄
れ
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
を
受
け
て
、
戦
争
の
現

実
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
い
う
映
画
が
登
場
し
た
。
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
の
『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ラ
イ
ア

ン
』Saving
PrivateRyan:1998

（

）で
あ
る
。
米
国
防
省
が
定
め
た

「
唯
一
の
生
存
者
規
定
」SoleSurvivorPolicy

（

）に
基
づ
く
特
命
を

受
け
た
部
隊
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
に
降
下
し
た
落
下
傘
部

隊
ラ
イ
ア
ン
二
等
兵

PrivateRyan

（

）
救
出
に
向
か
う
物
語
で
あ

る
。
実
在
し
た
兄
弟
の
逸
話
に
基
づ
い
て
い
る
。

一
九
四
四
年
六
月
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
優
勢
の
欧
州
戦
線
で
、
戦
局

を
一
転
さ
せ
た
「
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
」
を
描
い
た
作
品

で
あ
る
。
す
で
に
過
去
に
こ
の
作
戦
を
美
化
す
る
映
画
は
複
数
作

ら
れ
て
い
た
。
英
仏
海
峡
を
越
え
て
北
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
ー
四
カ
所
に
侵
攻
す
る
連
合
軍
の
う
ち
「
オ
マ
ハ
・
ビ
ー
チ
」

と
暗
号
で
呼
ば
れ
た
海
岸
に
米
軍
が
上
陸
し
た
。
二
〇
分
は
続
く

冒
頭
の
戦
闘
場
面
は
言
葉
を
失
う
。
決
し
て
誇
張
で
は
な
く
、
あ

れ
こ
そ
戦
争
の
現
実
で
、
戦
争
映
画
の
あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
オ
マ
ハ
ビ
ー
チ
で
は
上
陸
部
隊
の
約
半
数
が
戦
死
し
た

と
い
う
凄
惨
な
作
戦
で
、
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
は
そ
の
現
実
を
丹

念
に
伝
え
た
の
だ
っ
た
。「
私
は
観
衆
を
舞
台
に
上
げ
、実
戦
を
見

た
こ
と
が
な
い
子
ど
も
達
と
と
も
に
、
オ
マ
ハ
ビ
ー
チ
の
丘
を
駆

け
上
が
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」（
＊
８
）
と
語
っ
た
。

「
戦
争
の
世
紀
」と
呼
ば
れ
た
二
〇
世
紀
の
末
に
、戦
争
の
現
実

を
適
確
に
伝
え
て
、
反
戦
を
訴
え
る
映
画
が
さ
ら
に
も
う
一
本
作

ら
れ
た
。
二
一
世
紀
初
年
に
公
開
さ
れ
た
『
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー

ド
』Enem

yattheGates:2001

（

）
で
、
米
独
英
愛
四
カ
国
合
作
の
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戦
争
映
画
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
ソ
連
の
狙
撃
兵
と
し

て
活
躍
、「
伝
説
の
ス
ナ
イ
パ
ー
」と
し
て
実
在
し
た
ヴ
ァ
シ
リ・ザ

イ
ツ
ェ
フ
を
主
人
公
に
、当
時
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド（
現
ヴ
ォ

ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
）に
お
け
る
激
戦「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
防
戦
」

（
一
九
四
二
年
六
月
～
一
九
四
三
年
二
月
）
を
描
い
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
史
上
最
大
の
市
街
戦
と
な
り
、
動
員
兵
力
、
犠
牲
者
、

経
済
損
失
も
莫
大
な
規
模
に
拡
大
し
、独
軍
の
大
敗
北
と
な
っ
た
。

冒
頭
の
ヴ
ォ
ル
ガ
川
を
渡
る
戦
闘
場
面
は
、『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

ラ
イ
ア
ン
』の
冒
頭
部
分
に
匹
敵
す
る
地
獄
絵
図
と
な
っ
て
い
た
。

「
肉
弾
特
攻
作
戦
」と
呼
ば
れ
る
戦
術
で
、人
海
戦
術
ど
こ
ろ
か
人

命
を
ゴ
ミ
の
よ
う
に
捨
て
る
「
塵
芥
戦
術
」
と
な
っ
て
い
た
。
戦

争
の
現
実
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
直
視
す
る
こ
と
で
、「
二
度

と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
」
と
い
う
決
意
を
後
世
の
人
々
に
促
し
た

こ
れ
ら
映
画
二
本
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
契
機
に
製
作
さ
れ
た
反

戦
映
画
と
は
立
場
を
異
に
し
つ
つ
、
次
世
代
に
戦
争
の
無
意
味
さ

を
訴
え
る
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。
改
正
で
き
な
い
は
ず
の
憲
法

を
書
き
換
え
て
「
戦
争
で
き
る
国
」
に
し
よ
う
と
す
る
最
高
指
導

者
を
抱
え
る
我
が
国
の
若
者
た
ち
に
も
、
こ
の
二
本
を
直
視
し

て
、
戦
争
が
い
か
な
る
も
の
か
を
熟
考
し
て
ほ
し
い
（
＊
９
）。

４
．銃
社
会
ア
メ
リ
カ
を
告
発
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

戦
争
に
武
器
は
必
需
品
で
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
一
九

六
一
年
一
月
二
十
日
の
告
別
演
説
で
警
告
し
た
「
軍
産
複
合
体
」

の
産
業
界
は
、
武
器
製
造
や
武
器
輸
出
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
き

た
。
戦
時
体
制
で
は
な
い
民
間
社
会
に
お
い
て
も
武
器
が
公
然
と

存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、「
銃
社
会
」gun

culture

（

）
と
呼
ば

れ
る
。
一
七
八
八
年
に
発
効
し
た
合
衆
国
憲
法
は
同
時
に
定
め
ら

れ
た
「
権
利
章
典
」
と
も
呼
ば
れ
る
修
正
十
条
分
の
二
番
目
、
憲

法
修
正
第
二
条
に
よ
っ
て
「
人
民
が
武
装
す
る
権
利
」
が
保
障
さ

れ
た
。

二
〇
〇
三
年
三
月
、
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
三
日
後
に
開
催
さ
れ
た

第
七
五
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
に
お
い
て
、
最
優
秀
長
編
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
賞
を
受
賞
し
た
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
監
督
は
、
受

賞
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
「
恥
を
知
れ
、
ブ
ッ
シ
ュ
」Sham

eon

（

you,M
r.Bush

）
を
捨
て
ぜ
り
ふ
に
ス
テ
ー
ジ
を
下
り
た
。
国
連

安
保
理
決
議
を
待
た
ず
に
「
イ
ラ
ク
戦
争
」
に
突
き
進
ん
だ
Ｗ
・

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
四
月
九
日
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
陥
落
時
点
で
、
戦

争
の
大
義
名
分
で
あ
っ
た
は
ず
の
大
量
破
壊
兵
器
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
に
お
い
て「
戦
争
反
対
」を
叫
ん
だ
ム
ー

ア
監
督
は
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
の
こ
と
を
「
イ
カ
サ
マ

fictitious

（

）
選

挙
で
決
ま
っ
た
イ
カ
サ
マ
の
大
統
領
」
と
断
言
し
た
。
授
賞
式
後

の
記
者
会
見
で
も
「
イ
ラ
ク
戦
争
」
の
こ
と
を
「
ブ
ッ
シ
ュ
と
ブ

ッ
シ
ュ
の
石
油
屋
仲
間
の
た
め
」
と
公
言
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ

た
。
ム
ー
ア
監
督
の
受
賞
作
品
は
、
誰
も
が
自
由
に
銃
を
購
入
し

Title:170-181岩本.eca Page:174 Date: 2018/06/26 Tue 09:22:04



175

アメリカ映画の「暴力」性―時代を映す「鏡」としてのハリウッド映画

季論21･’18夏

て
犯
罪
に
走
る
可
能
性
を
持
つ
銃
社
会
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

を
告
発
し
よ
う
と
い
う
意
図
の
『
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
コ
ロ

ン
バ
イ
ン
』
だ
っ
た
。

一
九
九
九
年
コ
ロ
ラ
ド
州
州
都
デ
ン
バ
ー
郊
外
に
あ
り
、
兵
器

製
造
会
社
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
が
工
場
を
持
つ
リ
ト
ル
ト
ン
と
い
う
町

に
あ
る
コ
ロ
ン
バ
イ
ン
高
校
で
起
き
た
二
人
の
男
子
高
校
生
に
よ

る
銃
乱
射
事
件
を
扱
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
犯
人
の

高
校
生
は
事
件
を
起
こ
し
た
四
月
二
十
日
の
朝
六
時
か
ら
ボ
ー
リ

ン
グ
を
し
て
い
た
と
い
う
。「
ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト
・
マ
フ
ィ
ア
」
と

呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
一
員
だ
っ
た
犯
人
二
人
は
、
事
件
当
日
黒

い
ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト
を
来
て
高
校
に
現
れ
た
（
＊
）。
10

こ
の
事
件
か
ら
す
で
に
二
十
年
経
っ
た
現
在
、
ア
メ
リ
カ
社
会

で
銃
に
よ
る
事
件
が
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
家
庭
で
小
さ
い
子

ど
も
の
銃
暴
発
事
件
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。「
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
守
る
」
ア
メ
リ
カ
人
と
言
わ
れ
て
、
自
己
防
衛
の
た
め
の

銃
携
帯
が
続
く
限
り
根
絶
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
あ
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
批
判
し
た

映
画「
華
氏
９
１
１
」も
作
っ
て
、世
界
的
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
社

会
問
題
を
テ
ー
マ
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
作
り
続
け
た

ム
ー
ア
監
督
が
、
二
〇
一
七
年
八
月
に
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
ベ

ラ
ス
コ
劇
場

Belasco
Theater

（

）
で
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
で
デ
ビ

"TheTerm
sofM

ySurrender

ュ
ー
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は

"「
私

の
降
伏
条
件
」
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
批
判
が
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
た
。（
写
真
、
撮
影
・
筆
者
）

舞
台
監
督
を
担
当
し
た
メ
イ
ヤ
ー
氏
は
、
五
月
の
記
者
会
見
で

「
世
界
が
今
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
が
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
舞
台
に
立
ち
、
芝
居
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
対
話
を
通
し
て
、
面
白
い
ス
ト
ー
リ
ー
と
扇
情
的
な
政
治
的

見
解
を
観
客
と
共
有
す
る
こ
と
だ
」
と
発
言
し
た
。
「
最
終
日
ま

で
に
十
万
人

が
シ
ョ
ー
を

観
る
。
そ
れ

ぞ
れ
が
こ
こ

で
の
私
の
話

を
十
人
に
伝

え
る
と
、
シ

ョ
ー
を
通
じ

て
百
万
人
に

リ
ー
チ
し
た

こ
と
に
な

る
」
と
ム
ー

ア
監
督
は
語

っ
た
。「
毎

晩
舞
台
が
終

わ
る
と
き
、

魂
が
少
し
癒
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さ
れ
、
絶
望
が
減
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
問
題
を
解
決
で
き
る
と

少
し
前
向
き
に
な
る
」
と
ム
ー
ア
監
督
は
話
し
た
と
い
う
。
彼
が

二
時
間
半
の
舞
台
で
語
っ
た
こ
と
、
最
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
場
面

で
、
軽
や
か
に
歌
い
な
が
ら
ダ
ン
ス
を
し
て
い
た
の
は
、
き
っ
と

会
場
に
集
っ
た
我
々
観
客
か
ら
の
反
応
で
絶
望
を
少
し
減
ら
す
こ

と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
（
＊
）。
11

５
．セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
「
暴
力
」
♯
Ｍ
ｅ

Ｔｏ
ｏ

ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
ア
メ
リ
カ
社
会
の
向
か
う
方
向
を
先
取
り
し
、

常
に
社
会
を
牽
引
し
て
き
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
俳
優
は
民
主
党
支
持

者
が
多
く
、
大
統
領
選
挙
の
た
び
に
民
主
党
候
補
を
応
援
し
て
き

た
。
前
述
し
た
よ
う
に
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
の
立
場
を
表
明
し
、
共

和
党
ブ
ッ
シ
ュ（
息
子
）大
統
領
批
判
を
繰
り
返
し
た
第
七
五
回
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
（
二
〇
〇
三
年
）、
最
優
秀
作
品
賞
の
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
と
し
て
ミ
シ
ェ
ル
・
オ
バ
マ
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
登

場
し
た
第
八
五
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式（
二
〇
一
三
年
＊

）な
12

ど
逸
話
は
絶
え
な
い
。

こ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
二
〇
一
七
年
秋
に
、
い
わ
ゆ
る
「
セ
ク
ハ

ラ
」sexualharassm

ent

（

）
告
発
が
起
こ
っ
た
。
行
為
自
体
は
決
し

て
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
、「
告
発
」
が
周
知
さ
れ
る
こ

と
自
体
が
新
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
二
〇
一
八
年
五
月
現
在
、
日
本

で
も
前
財
務
事
務
次
官
が
セ
ク
ハ
ラ
問
題
で
処
分
さ
れ
、
問
題
は

我
々
の
足
元
ま
で
来
て
い
る
。
被
害
者
に
告
発
の
勇
気
を
与
え
た

の
は
、
二
〇
一
七
年
秋
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
た
ち
が
、
長
い
間
の

「
沈
黙
」
を
破
っ
て
声
を
上
げ
、
告
発
者
を
孤
立
さ
せ
ず
、「
自
分

も
そ
う
だ
」
と
賛
同
す
る
よ
う
に
な
っ
た
運
動
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ネ
ッ
ト
空
間
で
は
＃
Ｍｅ
Ｔｏｏ
運
動
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
運

動
を
支
え
る
男
優
た
ち
が
、
セ
ク
ハ
ラ
を
「
も
う
終
わ
り
に
し
よ

う
」Tim

eisup!

（

）
と
支
援
も
続
け
て
い
る
。

世
界
中
に
こ
の
運
動
が
周
知
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
一
八
年
一
月

七
日
に
開
催
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン・グ
ロ
ー
ブ
賞
授
賞
式
だ
っ
た
。

参
加
し
た
女
優
た
ち
は
皆
黒
い
ド
レ
ス
を
身
に
ま
と
い
、
男
優
た

Tim
eisup!

ち
は

の
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
集
っ
た
。
同
賞
が
設
定

す
る
「
セ
シ
ル
・
Ｂ
・
デ
ミ
ル
生
涯
功
労
賞
」
受
賞
者
に
よ
っ
て

＃
Ｍｅ
Ｔｏｏ
運
動
が
、
世
界
へ
発
信
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

ま
ず
功
績
賞
の
説
明
を
先
に
し
て
お
く
。
セ
シ
ル
・
Ｂ
・
デ
ミ

ル
と
は
映
画
監
督
で
、
出
エ
ジ
プ
ト
を
描
い
た
『
十
戒
』（
一
九
五

六
年
）が
彼
の
遺
作
と
な
っ
た
。
彼
の
名
を
冠
し
た
賞
は
、長
年
に

わ
た
っ
て
映
画
界
に
貢
献
し
た
人
物
に
贈
ら
れ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
外

国
人
記
者
ク
ラ
ブ
が
決
定
し
て
き
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
直
前
に
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
七
年
一

月
、
同
賞
受
賞
者
の
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
が
ト
ラ
ン
プ
を
非
難

し
「
他
人
へ
の
侮
辱
は
、
さ
ら
な
る
侮
辱
を
呼
ぶ
。
暴
力
は
暴
力

を
扇
動
。
権
力
者
が
立
場
を
利
用
し
て
他
人
を
い
た
ぶ
る
と
、
そ
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れ
は
私
た
ち
全
員
の
敗
北
」
と
訴
え
た
後
に
「
権
力
を
監
視
し
、

責
任
を
果
た
さ
せ
る
よ
う
」
報
道
機
関
に
求
め
て
、
会
場
に
集
っ

た
映
画
人
た
ち
に
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
が
報
道
機
関
を
支
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
の
だ
っ
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
外
国
人
記
者

ク
ラ
ブ
、
つ
ま
り
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」「
外
国
人
」「
報
道
」
は
、
就
任

以
来
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
忌
み
嫌
い
、
攻
撃
対
象
と
し
て
き
た
存

在
で
あ
る
。
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
代
表
す

る
映
画
人
と
し
て
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
発
言
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
勇
気
あ
る
発
言
か
ら
一
年
、
二
〇
一
八
年
の
「
セ
シ
ル
・

Ｂ
・
デ
ミ
ル
生
涯
功
労
賞
」
を
受
賞
し
た
の
は
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ

マ
を
大
統
領
に
し
た
と
評
価
さ
れ
た
黒
人
女
性
オ
プ
ラ
・
ウ
ィ
ン

フ
レ
イ
（
＊
）
だ
っ
た
。
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
同
様
、
世
界
中

13

に
勇
気
を
与
え
る
受
賞
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
＃
Ｍｅ
Ｔｏｏ
運
動

を
世
界
に
発
信
し
た
の
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
社
会
で
最
初
に
「
セ
ク
ハ
ラ
」
の
表
現
が
使
わ
れ
た

の
は
一
九
七
〇
年
代
だ
っ
た
。
夏
期
休
暇
の
ア
ル
バ
イ
ト
中
に
性

的
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
女
子
大
生
が
、
自
分
た
ち
に
起
こ
っ
た
こ

sexualharassm
ent

と
を

と
表
現
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
グ
ロ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ナ
ム

GloriaSteinem

（

）
が
一
九

七
二
年
に
創
刊
し
た
女
性
雑
誌
『
ミ
ズ
』（M

s.m
agazine

）
が
、
こ

の
女
子
大
生
の
経
験
を
巻
頭
特
集
し
た
こ
と
で
注
目
を
集
め
、
セ

ク
ハ
ラ
の
概
念
が
明
確
化
さ
れ
、
性
差
別
が
理
論
化
、
法
制
化
さ

れ
て
い
っ
た
（
＊
）。
14

現
在
で
は
セ
ク
ハ
ラ
問
題
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
弁
護

士
で
法
学
者
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ッ
キ
ノ
ン

Catharine

（

M
acKinnon:1946-

）
が
中
心
と
な
り
、
法
規
制
を
求
め
る
運
動
、

女
性
の
人
権
を
侵
害
し
性
犯
罪
を
助
長
す
る
も
の
と
し
て
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
を
規
制
す
る
運
動
を
行
っ
た
。
マ
ッ
キ
ノ
ン
は
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
思
想
史
上
、
最
大
の
貢
献
を
し
て
き
た
法
学
者
と
評
価
さ

れ
る
。

ア
メ
リ
カ
社
会
で
「
セ
ク
ハ
ラ
」
概
念
が
定
着
し
た
契
機
は
、

一
九
九
一
年
の
黒
人
女
性
ア
ニ
タ
・
ヒ
ル
に
よ
る
告
発
だ
っ
た
。

現
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ト
ー
マ
ス
連
邦
最
高
裁
判
事
が
任
命
を
受
け
る

直
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
年
十
月
全
米
の
耳
目
を
集
め
た
公
聴
会

が
行
わ
れ
た
。
九
人
で
構
成
さ
れ
る
連
邦
最
高
裁
判
事
唯
一
の
黒

人
ポ
ス
ト
は
当
時
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
勝
利
で
有
名
な
弁
護
士
サ
ー

グ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
だ
っ
た
。
彼
の
引
退
後
の
ポ
ス
ト
を
ト
ー

マ
ス
が
獲
得
す
る
直
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
九
九
一
年
時
点
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
法
学
部
教
授
だ
っ
た
ア
ニ

タ
・
ヒ
ル
は
、
ト
ー
マ
ス
元
雇
用
機
会
均
等
委
員
会
委
員
長
の
元

で
部
下
と
し
て
働
い
て
い
た
と
き
に
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
こ
と
を

告
発
し
た
。
ヒ
ル
の
行
動
を
め
ぐ
っ
て
黒
人
社
会
で
は
「
内
部
告

発
派
」
と
「
人
種
擁
護
派
」
に
二
分
さ
れ
た
（
＊
）
人
種
を
問
わ

15

ず
、
女
性
の
権
利
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
ア
メ
リ
カ
社

会
全
体
で
、
単
な
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
超
え
た
議
論
に
発
展
し

た
。
あ
れ
か
ら
二
七
年
経
っ
た
ア
メ
リ
カ
社
会
が
＃
Ｍｅ
Ｔｏｏ
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運
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
運
動
の
先
達

た
ち
に
は
喜
ば
し
い
こ
と
に
違
い
な
い
。

二
次
史
料
の
タ
イ
ト
ル
通
り
ま
さ
に
「
後
日
談
」
で
し
か
な
い

が
、
八
年
前
の
二
〇
一
〇
年
に
、
ト
ー
マ
ス
判
事
夫
人
（
白
人
）

か
ら
ア
ニ
タ
に
か
か
っ
た
留
守
番
電
話
（
ヒ
ル
に
対
し
て
夫
へ
の
謝

罪
を
要
求
）を
め
ぐ
る
報
道
が
出
て
、記
事
は
以
下
の
よ
う
に
結
ば

れ
た
。「
ヒ
ル
女
史
の
『
勇
気
』
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
セ
ク
ハ
ラ

は
犯
罪
』
と
い
う
社
会
常
識
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
世
界
の

多
く
の
国
で
確
立
し
た
の
は
間
違
い
な
い
」（
＊
）孤
軍
奮
闘
し
た

16

ア
ニ
タ
・
ヒ
ル
世
代
か
ら
、
オ
プ
ラ
に
率
い
ら
れ
た
＃
Ｍｅ
Ｔｏｏ

運
動
に
発
展
し
た
現
在
、
国
も
人
種
も
超
え
て
賢
明
な
判
断
が

個
々
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

６
．ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
「
使
命
」
変
貌

近
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画
が「
い
と
も
簡
単
に
人
を
殺
し
て
い
る
」

印
象
を
観
客
に
与
え
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
五

セ
ン
ト
硬
貨（
ニ
ッ
ケ
ル
＊

）を
握
っ
て
映
画
館
に
通
う
英
語
を

17

母
語
と
し
な
い
新
移
民
の
た
め
に
、「
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

こ
そ
が
使
命
だ
っ
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半

頃
か
ら
結
末
に
変
化
が
出
て
き
た
こ
と
に
通
じ
る
だ
ろ
う
か
。

「
ア
メ
リ
カ
ン・ド
リ
ー
ム
」
を
描
く
こ
と
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

の
大
切
な
も
う
一
つ
の
使
命
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
民

し
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
、
夢
は
叶
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
！

D
ream

scom
etrue.

”

”
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
「
使
命
」
に

な
る
前
か
ら
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
欠
か
せ
な
い
テ
ー
マ
だ
っ

た
。二

〇
一
六
年
に
話
題
を
集
め
た
『
ラ
・
ラ
・
ラ
ン
ド
』LaLa

（

Land:2016

）
は
、
そ
の
使
命
を
守
り
、
主
人
公
た
ち
は
立
派
に
夢

を
実
現
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

で
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
二
一
世
紀
の
映
画
だ
っ
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
全
二
三
部
門
の
う
ち
、『
ラ・ラ・ラ
ン
ド
』
は
、

『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』Titanic:1997

（

）と
並
ぶ
史
上
最
多
の
一
四
候
補

と
な
り
、
主
演
女
優
賞
な
ど
六
つ
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
二

一
世
紀
の
映
画
で
虚
構
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
し
な
か
っ
た
の
か
。
劇
場
で
観
た
後
「
デ
ジ
ャ

ヴ
ュ
」
と
「
オ
マ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
仏
語
を
思
い
浮
か
べ
た
筆
者

は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
は
似

合
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
（
＊
）。
18

全
く
の
虚
構
か
ら
、
史
実
に
基
づ
い
た
映
画
（
本
稿
で
は
『
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
ラ
イ
ア
ン
』『
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
』
な
ど
）
ま
で
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
は
そ
の
制
作
者
も
数
世
代
を
越
え
る
よ
う
に
な

り
、
あ
り
方
は
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る

は
ず
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
も
「
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
も
形
を
変
え
て
い
く
。
さ
ら
に
建
国
初
期
か
ら
武
装
（
銃

携
帯
）
が
合
衆
国
憲
法
修
正
第
二
条
で
保
障
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
社
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会
で
は
、「
い
と
も
簡
単
に
人
を
殺
し
て
い
る
」
印
象
を
与
え
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

７
．お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
映
画
が
世
界
の
映
画
界
を
牽
引
す
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
ぼ
百
年
が
過
ぎ
た
。
そ
の
歴
史
を
俯
瞰
し
て
き
て
、
す
で
に
明

ら
か
な
よ
う
に
、
変
化
の
分
岐
点
は
、
編
集
委
員
会
か
ら
提
示
さ

れ
た
「
戦
後
」
で
は
な
い
。

憲
法
に
守
ら
れ
て
第
二
次
世
界
大
戦
を
二
十
世
紀
最
後
の
戦
争

と
し
た
日
本
と
は
異
な
り
、
合
衆
国
は
大
戦
以
降
、
冷
戦
の
名
の

元
に
ア
ジ
ア
二
カ
所
、
朝
鮮
半
島
と
ベ
ト
ナ
ム
で
の
戦
争
、
さ
ら

に
湾
岸
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
戦
地
に
若
者
を
送
り
続
け
て
き

た
。
十
八
世
紀
の
独
立
戦
争
以
来
、
南
北
戦
争
を
別
に
し
て
、
第

二
次
世
界
大
戦
ま
で
敗
戦
を
知
ら
な
か
っ
た
合
衆
国
が
、
朝
鮮
戦

争
で
「
休
戦
」、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
敗
戦
を
経
験
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
復
員
兵
の
み
な
ら
ず
、
銃
後
の
ア
メ
リ
カ

社
会
も
病
ん
で
し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
映
画
の
転
機
と
言
え
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
さ
ら
に
同
時
期
に
国
内
で
起
こ
っ
た
人
種
、
民

族
、
性
別
を
め
ぐ
る
「
市
民
」
運
動
こ
そ
が
大
き
な
契
機
と
な
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
社
会
を
省
み
る
手
段
と
し
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

人
自
身
が
、
自
国
が
起
こ
し
た
戦
争
に
向
き
合
い
、
自
国
を
率
い

る
政
治
家
た
ち
を
監
視
す
る
。
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、「
権
力
を
監
視
し
、
責
任
を
果
た
さ
せ
る
よ
う
」
ハ
リ

ウ
ッ
ド
が
報
道
機
関
を
支
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
「
殺
人
」
に
限
定
せ
ず
、
銃
社
会
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
の
広
域
「
暴
力
」
を
手
が
か
り
に
、
ア
メ
リ
カ
映
画

と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
人
を
検
討
し
て
き
た
。
紙
幅
の
都
合
で
、「
暴

力
」
で
も
絶
望
的
な
「
核
兵
器
」
を
め
ぐ
る
映
画
表
現
に
言
及
で

き
な
か
っ
た
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
視
点
か
ら
見
る

と
、
不
愉
快
な
映
画
表
現
は
多
い
（
＊
）。
ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ

19

キ
に
原
爆
投
下
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
そ
の
被
害
の
深
刻
さ

に
向
き
合
っ
て
い
な
い
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

映
画
は
時
代
を
表
現
す
る
鏡
で
あ
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
人
た

ち
は
、
そ
れ
を
具
現
す
る
存
在
で
も
あ
る
。
映
画
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
や
世
界
の
あ
り
方
を
確
認
す
る

こ
と
に
も
通
じ
る
。「
権
力
を
監
視
」す
る
一
助
と
し
て
ア
メ
リ
カ

映
画
を
読
み
解
く
こ
と
は
、
新
た
な
視
点
を
得
る
手
段
に
も
な
る

と
確
信
す
る
。

＊
１

日
本
ア
メ
リ
カ
学
会
学
会
誌
『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
四
〇
号
（
二
〇

〇
六
年
三
月
）
特
集
：
暴
力

＊
２

日
本
ア
メ
リ
カ
史
学
会
学
会
誌
『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
』第
三
六
号

（
二
〇
一
三
年
九
月
）
特
集
：
暴
力

編
集
委
員
会
「
特
集
に
よ
せ
て
」
に

そ
の
意
図
が
詳
し
い
。

＊
３

一
例
と
し
て
以
下
が
あ
る
。
広
島
平
和
研
究
所
Ｈ
Ｐ
Ｉ
研
究
フ
ォ
ー
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ラ
ム
二
〇
一
七
年
五
月
三
十
日
「
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
暴
力
と
生
き

る
―
現
代
の
米
国
南
部
に
お
け
る
歴
史
、
記
憶
、
ト
ラ
ウ
マ
」
講
師
ナ

ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ッ
ド
ラ
フ
（
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
立
大
学

歴
史
学
部
教
授
）
筆
者
の
仕
事
と
し
て
は
「
反
戦
・
反
核
」
を
テ
ー
マ

に
執
筆
し
た
拙
著
『
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
「
九
月
十

一
日
」
以
降
の
ア
メ
リ
カ
を
考
え
る
』（
メ
タ
･
ブ
レ
ー
ン
、
二
〇
〇

三
年
、
以
下
『
投
影
』
と
略
記
）
が
あ
る
。「
暴
力
」
で
も
特
に
Ｄ
Ｖ
に

着
目
し
た
拙
稿
は
以
下
で
あ
る
。
拙
稿
「
黒
人
社
会
に
お
け
る
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
：
文
学
と
ブ
ル
ー
ス
と
映
画
を
手
が
か
り

に
」
立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
『
立
教
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』

第
二
八
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
一
〇
三
～
一
二
六
頁
。

＊
４

一
九
七
〇
年
代
に
は
巨
大
化
ま
さ
に
メ
ジ
ャ
ー
化
し
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド

は
問
題
を
多
く
産
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
異
議
申
し
立
て
し
た

俳
優
が
い
た
。
社
会
派
映
画
の
監
督
で
も
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
レ
ッ
ド
フ

Butch

ォ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
の
出
世
作
『
明
日
に
向
か
っ
て
撃
て
！
』（

Cassidyand
the
Sundance

Kid:1969
）の
出
演
料
で
、ユ
タ
州
コ

ロ
ラ
ド
山
中
に
牧
場
を
購
入
し
、
映
画
の
役
名
だ
っ
た
サ
ン
ダ
ン
ス
と

名
付
け
た
。
一
九
八
〇
年
に
こ
こ
に
サ
ン
ダ
ン
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ

ー
ト
と
い
う
映
画
学
校
を
設
立
し
、
若
い
映
画
人
の
養
成
を
始
め
た
。

一
九
八
四
年
か
ら
、
サ
ン
ダ
ン
ス
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
て
、
才
能
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト（
独
立
独
歩
）
作
品
の
発

表
の
場
を
提
供
し
た
の
だ
っ
た
。
す
で
に
三
五
年
が
過
ぎ
、
も
は
や
マ

イ
ナ
ー
で
は
な
く
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
も
競
合
す
る
メ
ジ
ャ
ー
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

＊
５

本
稿
で
「
先
住
民
」
と
呼
ぶ
場
合
、
全
米
五
〇
州
の
内
四
八
州
に
住

む
人
々
を
意
味
す
る
。
本
来
合
衆
国
の
先
住
民
と
い
う
場
合
、
ア
ラ
ス

カ
州
在
住
の
か
つ
て
「
エ
ス
キ
モ
ー
」
と
呼
ば
れ
、「
イ
ヌ
イ
ッ
ト
」
と

呼
び
名
を
変
え
た
先
住
民
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
ハ
ワ
イ
州
の

先
住
民
、
す
な
わ
ち
ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
七
世
紀
に
移
住
し
て
き
た
人
々
、

現
在
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
も
当
然
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

＊
６

映
画
を
題
材
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
と
文
化
を
論
じ
る
目
的
で

出
版
し
た
以
下
の
拙
著
で
は
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
成
立
過
程
、
そ
の
性

格
を
論
じ
る
こ
と
は
必
須
事
項
だ
っ
た
。
本
節
は
以
下
を
加
筆
修
正
し

た
。「
第
三
部
秋
収
穫
の
季
節
に
豊
か
な
州
を
ま
わ
ろ
う
第
二
章
ハ
リ

ウ
ッ
ド
、
映
画
の
都
の
光
と
影
」
拙
著
『
ス
ク
リ
ー
ン
で
旅
す
る
ア
メ

リ
カ
』（
メ
タ
･
ブ
レ
ー
ン
、
一
九
九
八
年
）
一
三
五
～
一
四
二
頁
。

40th
Academ

yAwards

＊
７

,
http://en.wikipedia.org/wiki/40th_Academ

y_Awards
1968

,45th
Academ

yAwards

（

）

,
http://en.wikipedia.org/wiki/45th_Academ

y_Awards
1973

（

）；『
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
』に
関
し
て
は
、以
下
の
拙
稿
を
参
照

さ
れ
た
い
。
拙
著
『
投
影
』
八
一
頁
脚
注
一
六
、
一
三
七
～
一
四
六
頁
。

＊
８

映
画
『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ラ
イ
ア
ン
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

＊
９

僭
越
な
が
ら
筆
者
担
当
講
義
「
歴
史
入
門
」
で
は
、
毎
年
六
月
六
日

目
前
に
は
『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ラ
イ
ア
ン
』
冒
頭
場
面
の
一
部
を
見
せ

る
。
生
き
残
っ
た
ラ
イ
ア
ン
二
等
兵
が
子
や
孫
と
一
緒
に
オ
マ
ハ
ビ
ー

チ
を
訪
れ
戦
死
者
の
墓
参
を
す
る
場
面
か
ら
、
戦
闘
場
面
の
十
分
弱

（
こ
れ
で
半
分
）
を
見
せ
て
い
る
。
兵
士
の
手
足
が
吹
き
飛
び
、
内
臓
が

飛
び
出
た
兵
士
が
「
マ
マ
～
」
と
叫
ぶ
場
面
で
一
時
停
止
さ
せ
、
目
を

反
ら
し
そ
こ
ね
凍
り
付
い
た
表
情
の
学
生
た
ち
に
向
か
っ
て
「
こ
れ
が

戦
争
だ
ね
。
二
度
と
戦
争
し
て
は
い
け
な
い
よ
ね
。
自
分
の
一
票
を
賢

明
に
判
断
し
て
使
っ
て
！
」
と
講
義
を
結
ん
で
い
る
。
講
義
を
終
え
て

も
、
学
生
た
ち
は
衝
撃
の
余
り
席
を
立
て
ず
に
い
る
の
だ
が
。

＊

こ
の
下
り
の
初
出
は
以
下
で
、
同
年
に
出
版
さ
れ
た
拙
著
で
も
加
筆

10
修
正
し
て
再
録
し
た
。
拙
稿
「『
ボ
ウ
リ
ン
グ・
フ
ォ
ー
・
コ
ロ
ン
バ
イ

ン
』
の
風
景
－
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
監
督
作
品
を
手
が
か
り
に
」
猿
谷

要
編
『
ア
メ
リ
カ
よ
！
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
「
イ
ラ
ク
戦
争
を
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見
す
え
る
－
『
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
コ
ロ
ン
バ
イ
ン
』」
拙
著
『
投

影
』
三
八
～
四
四
頁
。

＊

こ
の
情
報
は
以
下
拙
稿
を
通
し
て
最
初
に
発
信
し
た
。
浦
和
大
学
Ｈ

11
"The

Term
s
ofM

ySurrender"
Ｐ
映
画
コ
ラ
ム「

「
私
の
降
伏
条
件
」

遅
く
な
っ
た
け
ど
、ま
だ
話
し
て
い
い
？

つ
き
あ
っ
て
く
れ
る
？
」二

〇
一
七
年
八
月
二
七
日
掲
載

http://www.urawa.ac.jp/news/33411.htm
l

筆
者
が
鑑
賞
し
た
八
月
一
七
日
夜
の
観
客
の
政
治
意
識
は
す
こ
ぶ
る

高
く
、
ム
ー
ア
監
督
の
一
言
一
言
に
、
本
当
に
誠
実
に
反
応
し
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
筆
者
も
、
怒
り
に
賛
同
し
た
と
き
に
は
大
い
に
拍
手
し
、
ア

ン
コ
ー
ル
で
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
賛
辞
を
伝
え
た
。

日
米
問
わ
ず
、
絶
望
的
な
政
治
状
況
の
中
で
も
、
民
衆
は
怒
っ
て
立
ち

上
が
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
、
勇
気
を
も
ら
っ
た

夜
で
も
あ
っ
た
。

＊

「
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
賞
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
」
拙

12

1619-20

著『
物
語
ア
メ
リ
カ
黒
人
女
性
史（

13
）
絶
望
か
ら
希
望
へ
』

（
明
石
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
以
下
『
物
語
』
と
略
記
）
二
八
九
～
二
九

〇
頁
。

＊

拙
稿
「
オ
プ
ラ
・
ウ
ィ
ン
フ
レ
イ
－
困
難
を
克
服
す
る
様
子
こ
そ
を

13
示
す
」『
ス
ク
リ
ー
ン
に
見
る
黒
人
女
性
』（
メ
タ
･
ブ
レ
ー
ン
、
一
九
九

九
年
）
二
四
九
～
二
五
〇
頁
。；
拙
稿
「
世
論
を
動
か
し
た
重
要
人
物
－

オ
プ
ラ
・
ウ
ィ
ン
フ
レ
イ
の
影
響
力
」『
語
り
継
ぐ
黒
人
女
性
－
ミ
シ
ェ

ル・オ
バ
マ
か
ら
ビ
ヨ
ン
セ
ま
で
』（
メ
タ
･
ブ
レ
ー
ン
、
二
〇
一
〇
年
）

三
二
～
四
二
頁
。；
拙
稿
「『
バ
ラ
ク
の
救
世
主
』
オ
プ
ラ
・
ウ
ィ
ン
フ

レ
イ
」『
物
語
』
二
七
一
～
二
七
四
頁
。

"A
BriefHistoryof

＊

SexualHarassm
ent",byGloriaSteinem

14http://www.oprah.com
/inspiration/a-brief-history-of-

sexual-harassm
ent-by-gloria-steinem

_1

＊

拙
稿
「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
以
降
、
分
化
し
た
黒
人

15

社
会
」『
投
影
』
九
二
～
九
三
頁
；「
用
語
『
セ
ク
ハ
ラ
』
を
定
着
さ
せ
た

ア
ニ
タ・ヒ
ル
」『
物
語
』二
二
八
～
二
三
一
頁
；
ア
ニ
タ
・
ヒ
ル
を
主
人

Confir

公
に
し
た
Ｈ
Ｂ
Ｏ
映
画
『
ア
ニ
タ
～
世
紀
の
セ
ク
ハ
ラ
事
件
』（

-
m
ation

）
が
二
〇
一
六
年
に
製
作
さ
れ
、
同
年
エ
ミ
ー
賞
限
定
シ
リ
ー

ズ
／
テ
レ
ビ
部
門
作
品
賞
候
補
に
も
な
っ
た
。

＊

冷
泉
彰
彦
「
ア
ニ
タ
・
ヒ
ル
事
件
、
一
九
年
後
の
後
日
談
と
は
？
」

16『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
二
日

https://www.newsweekjapan.jp/reizei/2010/10/post-213.
php

＊

一
九
一
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
映
画
業
界
の
裏
側
を
描
い
た
映
画
『
ニ

17

NickelOdeon:1976

ッ
ケ
ル
・
オ
デ
オ
ン
』（

）は
、
サ
イ
レ
ン
ト
映
画

に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
題
名
の
「
ニ
ッ
ケ
ル

・
オ
デ
オ
ン
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
最
初
の
映
画
館
の
名
称
で
，
ニ
ッ
ケ

ル
（
五
セ
ン
ト
硬
貨
）一
個
で
入
れ
る
殿
堂
の
意
味
で
あ
る
。
一
九
〇
五

年
十
一
月
に
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
初
め
て
こ
の
名
の
映
画
館
が
開
設
し
て

大
成
功
し
た
。
収
容
人
数
は
二
百
人
。
こ
け
ら
落
と
し
上
映
作
品
は

The
GreatTrain

Robb

ポ
ー
タ
ー
監
督
『
大
列
車
強
盗
』（

ery:1903

）

で
あ
っ
た
。『
大
列
車
強
盗
』
を
制
作
し
た
の
は
エ
ジ
ソ
ン
社
だ
っ
た
。

（『
世
界
大
百
科
事
典
第
二
版
』
か
ら
一
部
引
用
し
修
正
）

＊

浦
和
大
学
Ｈ
Ｐ
映
画
コ
ラ
ム
拙
稿
「
第
八
九
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞

18

http://www.urawa.ac.

式
分
析
１
：『
ラ
・
ラ
・
ラ
ン
ド
』
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核
兵
器
の
恐

怖
を
認
識
し
て
い
な
い
映
画
表
現
に
関
し
て
は
、本
稿
最
後
の
項
目「
映

画
の
な
か
の
核
兵
器
『
ト
ー
タ
ル
・
フ
ィ
ア
ー
ズ
』
の
意
味
す
る
も
の
」

に
詳
し
い
。
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